
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

こ
よ
み
は
下
に
掲
載

莢

莢

数字(上)最高気温
(下)最低気温

丸囲みは降水確率
白ヌキは ％以上
は正午の風向き

矢印なしは無風

６ ９
時

金沢 26
18
㉚

29
20
⑳

輪島 25
17
㉚

27
18
⑳

金 沢

日
(金)

29
20
㉚

日
(土)

27
20
60

日
(日)

25
20
50

日
(月)

26
19
㉚

日
(火)

27
18
⑳

輪 島

日
(金)

27
18
㉚

日
(土)

25
18
60

日
(日)

23
18
50

日
(月)

24
17
㉚

日
(火)

25
16
⑳

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

日
本
研
究
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
る
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
歴
史
学
部

の
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
教
授
(

)
が

日
、
研
究
準
備
と
講
演

の
た
め
に
訪
れ
た
金
沢
市
で
毎
日
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ

た
。
ゴ
ー
ド
ン
教
授
は
戦
争
や
災
害
な
ど
歴
史
上
の
「
負
の
遺
産
」

を
巡
る
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
要
性
に
触
れ
、
「
自
国
の
歴
史
は

素
晴
ら
し
い
と
い
う
よ
り
、
負
の
歴
史
を
直
視
で
き
る
こ
と
そ
の
も

の
に
（
国
民
の
）
プ
ラ
イ
ド
を
持
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
世
界

へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

【
聞
き
手
は
北
陸
総
局
長
・
阿
部
浩
之
】

金
沢
大
の
井
出
准
教
授
（
左
）
の
案
内
で
県
戦
没

者
墓
苑
を
巡
る
ゴ
ー
ド
ン
教
授
。
奥
に
並
ぶ
碑
の

う
ち
左
端
が
忠
霊
塔
‖
金
沢
市
野
田
町
で

金
沢
を
訪
れ
る
の
は
約

年
ぶ
り
だ
と
い

う
ゴ
ー
ド
ン
教
授
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
終
了

後
、
国
内
で
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
提
唱
す

る
金
沢
大
の
井
出
明
准
教
授
（
観
光
学
）
の

案
内
で
県
戦
没
者
墓
苑
（
金
沢
市
野
田
町
）

を
訪
れ
た
。

墓
苑
に
は
、
戊
辰
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争

ま
で
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
忠
霊
塔
や
、
戦

前
に
旧
満
州
（
中
国
東
北
部
）
に
移
っ
た
県

出
身
者
ら
を
弔
う
県
満
蒙
開
拓
者
慰
霊
之
碑

な
ど
が
立
ち
並
ぶ
。
忠
霊
塔
は
日
中
戦
争
戦

没
者
の
た
め
に
１
９
４
１
年
に
旧
陸
軍
な
ど

が
建
設
。
ゴ
ー
ド
ン
教
授
は
「
建
立
当
時
は

英
雄
を
ま
つ
る
目
的
だ
っ
た
は
ず
。
時
代
ご

と
に
『
負
の
遺
産
』
の
と
ら
え
方
は
違
う
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

墓
苑
近
く
に
は
、
戦
前
の
朝
鮮
独
立
運
動

家
・
尹
奉
吉
の
碑
も
あ
る
。
朝
鮮
な
ど
で
抗

日
運
動
に
参
加
し
、

年
に
金
沢
で
銃
殺
さ

れ
た
尹
。
ゴ
ー
ド
ン
教
授
は
「
こ
こ
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
戦
争
を
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
。
興
味
深
い
」
と
語
っ
た
。

【
岩
壁
峻
】

県戦没者墓苑訪れる

｜
｜
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
果

た
す
役
割
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

◆
ど
の
国
で
も
、
自
分
の
国
に

プ
ラ
イ
ド
を
持
た
せ
る
た
め
の
方

法
は
教
育
の
現
場
で
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
つ
の
方
法
は
「
我

が
国
は
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
こ

と
ば
か
り
を
強
調
す
る
や
り
方
。

も
う
一
つ
は
自
国
の
良
さ
を
語
る

の
と
同
時
に
（
戦
争
や
災
害
な
ど

国
民
に
と
っ
て
）
つ
ら
か
っ
た
時

代
、
あ
る
い
は
過
去
の
行
為
に
誤

り
が
あ
っ
た
場
合
に
そ
れ
を
直
視

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ダ
ー
ク
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
後
者
に
当
た
り
ま
す
。

負
の
歴
史
を
直
視
す
る
こ
と
そ
の

も
の
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
た
せ
る
よ

う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
自
分
の
国
が
偉
大
だ
と
し

て
負
の
歴
史
を
否
定
す
る
人
同
士

で
は
連
携
し
が
た
く
、
同
盟
を
作

っ
て
も
も
ろ
い
。

｜
｜
日
本
で
も
欧
米
で
も
右
傾

化
し
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
中
、
負

の
歴
史
を
ど
う
直
視
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
。

◆
反
発
を
買
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
「
ど
う
し
て
暗
い
側
面
ば

か
り
に
注
目
し
て
い
る
の
か
」と
。

長
い
ス
パ
ン
で
、
負
の
歴
史
を
直

視
す
る
重
要
性
を
繰
り
返
し
ア
ピ

ー
ル
す
る
し
か
な
い
と
思
い
ま

す
。｜

｜
来
年
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
日
本

の
負
の
歴
史
を
海
外
の
人
た
ち
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
必
要
で
し

ょ
う
か
。

◆
外
国
人
は
東
日
本
大
震
災
、

特
に
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
後
の
日
本
が
ど
う
な
っ
た
の
か

に
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。
災

害
の
歴
史
を
持
つ
日
本
を
ど
う
や

っ
て
発
信
す
る
の
か
。
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
そ
れ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
。｜

｜
金
沢
に
は
、
中
国
人
捕
虜

ら
へ
の
人
体
実
験
を
重
ね
た
旧
日

本
軍
の
秘
密
機
関「
７
３
１
部
隊
」

の
幹
部
が
仮
本
部
を
置
い
た
と
さ

れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。金
沢
で
、

ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
う
考
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

◆
偶
発
的
だ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
は
い
え
、
７
３
１
部
隊
の
仮

本
部
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
隠
す
よ
り
は
表

に
出
し
た
方
が
将
来
的
に
は
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
。

｜
｜
地
方
に
お
け
る
負
の
遺
産

を
ダ
ー
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で

考
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き

で
し
ょ
う
か
。

◆
そ
の
街
に
関
す
る
歴
史
に
関

心
を
持
つ
人
た
ち
は
地
元
出
身
が

多
い
。
外
か
ら
で
は
な
く
、
地
元

か
ら
（
自
発
的
に
）
ダ
ー
ク
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
す
る
発
想
が
出
て
く

る
方
が
し
っ
か
り
し
た
考
え
が
生

ま
れ
ま
す
。
外
野
か
ら
「
あ
あ
や

れ
、
こ
う
や
れ
」
と
言
う
の
は
望

ま
し
い
形
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

◆
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｅ
ｗ

Ｇ
ｏ
ｒ
ｄ
ｏ
ｎ

１
９
５
２
年
生
ま
れ
。
日
本
の
近
現
代
史

が
専
門
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
歴
史
学
部
長
、
同
大
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
長
な

ど
を
歴
任
。
戦
後

年
の
２
０
１
５
年
に
は
公
正
な
歴
史
認
識
を
求
め
る
「
日
本
の

歴
史
家
を
支
持
す
る
声
明
」
に
署
名
し
た
。
主
な
著
書
に
「
日
本
の
２
０
０
年
｜
｜

徳
川
時
代
か
ら
現
代
ま
で
」
（
邦
訳
版
、
み
す
ず
書
房
）
が
あ
る
。

ダークツーリズム

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
教
授
に
聞
く

負
の
遺
産
隠
さ
ず
表
に

巣
立
つ
ト
キ
い
し
か
わ
動
物
園

６月 日（木）

旧暦５月 日

（仏滅）中潮

月齢 16.7

月出 21:39

月入 6:53

日出 4:35

日入 19:15

満潮 6:00

〃 15:09

干潮 8:11

〃 23:20

（金沢港標準）

各
項
目
は
４
段
階
で
表
示
。
項
目
は
季
節
で
変
わ
り
ま
す

金
沢

輪
島

立山・室堂

最高

最低

降水

12
5
50

白川郷

最高

最低

降水

25
14
50

薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷

い
し
か
わ
動
物
園
（
能

美
市
）
は

日
、
５
月
に

生
ま
れ
た
ト
キ
の
ヒ
ナ
が

巣
立
ち
し
た
と
発
表
し

た
。
ト
キ
里
山
館
で
公
開

中
の
ヒ
ナ
と
し
て
は
今
シ

ー
ズ
ン
初
の
巣
立
ち
と
な

る
。
同
館
で
は
、
巣
か
ら

離
れ
て
近
く
の
止
ま
り
木

に
移
っ
て
、
羽
ば
た
く
練

習
を
し
た
り
す
る
ヒ
ナ
の

姿
が
見
ら
れ
る
。

同
園
に
よ
る
と
、
ヒ
ナ

は
非
公
開
の
ペ
ア
が
生
ん

で
５
月
６
日
に
人
工
ふ
化

し
、
ト
キ
里
山
館
で
公
開

中
の
ペ
ア
が
育
て
て
い

た
。
体
重
は
１
㌔
程
度
で
、

黄
色
い
顔
や
短
い
く
ち
ば

し
な
ど
ま
だ
幼
さ
は
残
る

が
、
順
調
に
成
長
し
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
ペ
ア
は

別
の
ヒ
ナ
１
羽
も
育
て
て

お
り
、
近
く
巣
立
ち
す
る

と
み
ら
れ
る
。

同
園
で
は
、
今
シ
ー
ズ

ン
６
羽
の
ヒ
ナ
が
ふ
化
。

５
月
末
に
非
公
開
の
２
羽

が
巣
立
ち
し
た
ほ
か
、
残

り
の
３
羽
も
７
月
ま
で
に

は
順
次
巣
立
ち
す
る
見
込

み
。

【
阿
部
弘
賢
】

「
志
賀
原
発
差
し
止
め
を
」

富
山
地
裁

北
陸
電
株
主
ら
提
訴

870
万
円
着
服
、懲
戒
解
雇

Ｊ
Ａ
加
賀

20
代
の
男
性
職
員

加
賀
市
の
加
賀
農
業
協

同
組
合
（
Ｊ
Ａ
加
賀
）
は

日
、
加
賀
北
支
店
に
勤

務
し
て
い
た

代
の
男
性

職
員
が
顧
客
か
ら
集
金
し

た
定
期
積
み
金
の
掛
け
金

や
顧
客
に
渡
す
共
済
金
計

約
８
７
０
万
円
を
着
服
し

て
い
た
と
発
表
し
た
。
Ｊ

Ａ
加
賀
は
５
月

日
付
で

懲
戒
解
雇
。
全
額
が
返
済

さ
れ
て
お
り
、
刑
事
告
訴

し
な
い
。

Ｊ
Ａ
加
賀
に
よ
る
と
、

渉
外
担
当
だ
っ
た
職
員

は
２
０
１
７
年

月
か

ら
今
年
４
月
、
十
数
回
に

わ
た
り
掛
け
金
を
入
金

処
理
し
な
か
っ
た
り
、
共

済
金
を
渡
さ
な
か
っ
た

り
し

人
分
の
約
８
７
０

万
円
を
着
服
し
た
ほ
か
、

定
期
積
み
金
の
掛
け
金

約
１
４
０
万
円
を
流
用
し

て
い
た
。

職
員
は
今
年
４
月
、
別

の
支
店
に
異
動
。
顧
客
の

定
期
積
み
金
が
入
金
遅
延

と
な
る
な
ど
不
審
な
点
が

あ
る
こ
と
に
別
の
担
当
者

が
気
付
き
、
支
店
長
に
報

告
し
た
。

職
員
は
着
服
を
認
め
た

上
で「
遊
興
費
や
生
活
費
、

借
金
の
返
済
に
充
て
た
」

と
説
明
し
た
と
い
う
。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

北陸総局
〒920-0031

金沢市広岡１の２の

ＴＥＬ076(263)8811

076(231)7124

【石川毎日広告社】

ＴＥＬ076(223)8391

076(223)

【購読問い合わせ】

0120-468012

【掲載写真の購入】

06(6346)8355

‖平日 ～ 時

紙
面
編
集

福
田

峰
子

薬薬薫

薰薰 薯

薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮

薭

◆
珠
洲
・
車
に
は
ね
ら

れ
高
校
生
重
体

日
午

前
７
時

分
ご
ろ
、
珠
洲

市
若
山
町
出
田
の
国
道
２

４
９
号
で
、
自
転
車
に
乗

っ
た
近
く
の
高
校
生
、
室

谷
絢
さ
ん
(

)
が
同
市
上

戸
町
北
方
、
介
護
福
祉
士
、

森
喜
子
さ
ん
(

)
の
軽
乗

用
車
に
は
ね
ら
れ
た
。
室

谷
さ
ん
は
頭
な
ど
を
強
く

打
ち
、意
識
不
明
の
重
体
。

珠
洲
署
に
よ
る
と
、
現
場

は
信
号
機
の
な
い
丁
字
路

交
差
点
で
、
室
谷
さ
ん
は

横
断
中
だ
っ
た
。

◆
融
資
金
詐
取
容
疑
の

組
幹
部
ら
７
人
不
起
訴

金
沢
地
検
は

日
、
源
泉

徴
収
票
を
偽
造
し
、
金
融

機
関
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
融

資
金
を
だ
ま
し
取
っ
た
と

し
て
、
有
印
私
文
書
偽
造

・
同
行
使
と
詐
欺
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
て
い
た
指
定
暴

力
団
山
口
組
系
幹
部
ら
７

人
に
つ
い
て
容
疑
不
十
分

で
不
起
訴
処
分
に
し
た
と

明
ら
か
に
し
た
。
「
十
分

な
証
拠
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
し
て
い
る
。

北陸電力の株主による志賀原発の運転

差し止め訴訟を富山地裁に提訴後、記

者会見する和田廣治原告団長（左）ら

‖富山市で

志
賀
原
発
（
志
賀
町
）

に
よ
っ
て
北
陸
電
力
に
大

き
な
損
害
を
生
じ
さ
せ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、

富
山
、
石
川
の
両
県
に
住

む
同
社
の
株
主
８
人
は

日
、
北
陸
電
の
金
井
豊
社

長
ら
を
相
手
取
り
、
同
原

発
の
運
転
差
し
止
め
を
求

め
る
訴
訟
を
富
山
地
裁
に

起
こ
し
た
。
原
告
団
に
よ

る
と
、
電
力
会
社
の
株
主

が
原
発
差
し
止
め
を
求
め

て
提
訴
す
る
の
は
、
２
０

１
１
年
の
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
事
故
以
降
、
初

と
い
う
。

訴
状
で
は
、
福
島
第
１

原
発
事
故
の
処
理
に
か
か

る
費
用
を
日
本
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
が

兆
円
を
上

回
る
と
試
算
し
て
お
り
、

仮
に
志
賀
原
発
で
事
故
が

起
こ
っ
た
場
合
、
「
北
陸

電
が
簡
単
に
破
綻
す
る
規

模
の
損
害
額
」
で
あ
る
と

強
調
。
停
止
中
の
同
原
発

の
維
持
費
が
年
間
４
５
０

億
円
を
超
え
て
い
る
こ
と

な
ど
に
も
触
れ
、
「
再
稼

働
の
見
通
し
は
全
く
立
っ

て
い
な
い
状
況
で
、
膨
大

な
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
こ

と
は
著
し
く
不
合
理
」
と

し
て
い
る
。

同
日
、
富
山
市
内
で
記

者
会
見
し
た
原
告
団
の
和

田
廣
治
原
告
団
長
(

)
は

「
こ
れ
か
ら
先
を
生
き
る

全
て
の
人
を
放
射
能
か
ら

守
り
た
い
」
と
話
し
た
。

一
方
、
北
陸
電
は
「
訴
状

が
届
い
て
い
な
い
の
で
コ

メ
ン
ト
は
差
し
控
え
る
」

と
し
て
い
る
。
【
森
野
俊
】

巣
立
ち
し
た
ト
キ
の
ヒ
ナ
（
い
し
か
わ
動
物
園
提
供
）
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